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3０ 3０１３０ １３２ １３４ １３６
図１８西日本における平面主ひずみ
１３０ １３２ １３４ １３６
図１９西日本における平面剪断ひずみ
したがって、近畿地方東部を境にして平面ひずみ
の大きさが変化した原因は、TITLが深部にまで達し
ており、震源の方向と直交する方向に位置している
ことに因る。
さらに構造線との関連で、平面主ひずみの伸びを
示す主軸の向きが、震源の方向と調和的であるが、
地点によって異なる場合もある。琵琶湖付近の伸び
の主軸の向きを基準にすると、中国地方ではほぼ同
じ傾きを示すが、紀伊地域・四国地方・九州地方の
向きはわずかに大きな傾きを示す。この違いを示す
原因として、中央構造線(以下TMLと略記)が考えられ
る。主軸の向きが異なる点とTMLの関係性については、
今後の検討すべき課題である。
BZl201HH山（１９５６）が提pＥ
ＩＴＯ
7.まとめ
本研究で、国土地理院の電子基準点の日々の座標値(F3解)を用いて、個々の観測点の水平変位、２観測点間
の基線長変化、平面ひずみの分布を解析し以下の結果を得た。
・定常時と地震時の西日本全域の地殻変動の様子は大きく異なる。
・地震時の、各観測点の座標変化および各地点の平面ひずみは震源に近づくにつれて大きくなる。
これらから、３．１１地震の影響が西日本にも及んでいたことが明らかになった。
さらに注目する点は､平面ひずみの分布図において、近畿地方東部に大きな段差が生じていることである。
これは震源の方向に直交に位置し、かつ深部にまで達する構造線であるTITLの影響を受けたと考えられる。
また、平面ひずみの伸びの主軸の向きが、近畿地方上部および中部・中国地方と、近畿地方下部・四国地
方・九州地方で異なることにも気づく。これには、それら地域の間に位置している構造線であるTMLが絡んで
いる可能性がある。
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A1thoughsignificantcoseismiccrustaldefbrmationoverawideareaandcentralJapan，
Associatedwiththe2011offthePacificcoastofTohokuEarthquake,hasbeenwenstudiedby
manyresearchers，ｎｏａｔｔｅｎｔｉｏｎｈａｓｙｅｔｂｅｅｎｐａｉｄｔｏｔｈａｔｉｎｗｅｓｔＪａｐａｎ,fromtheKinkidis‐
tricttotheKyushuisland・Ｉｎｔｈｉｓstudy，weexaminatedthecharacteristicfeaturesofthe
crustalmovementinwestJapanbyanalyzingthedailycoordinatevaluesofGNSS-based
controlstations(F3)providedbytheGeo-spatiallnfbrmationAuthorityofJapan(GSI)．
Asresult,ｉｔｈａｓｂｅｅｎｃｌａｒｉｆｉｅｄｔｈａｔｔｈｅ２０１１Ｅarthquakeinducesaneffectonthecrustal
defbrmationinwesternJapanfromtheanalysesoffburdatasetsofhorizontalchangeatGPS
stationｓａｎｄｓｉｘｄａｔａｓｅｔｓｏｆｂａｓｅｌｅｎｇｔｈａｍｏｎｇｐａｉｒｅｄＧＰＳｓｔａｔｉｏｎｓｉｎｗｅｓｔｅｒｎJapan・
ＬｏｎｇitudinalandshearstrainsinmovementplainsinwesternJapanindicateone
discontinuousstepateasternKinlKidistrict・ｉｔｉｓｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄｔｈａｔｔｈｅｃａｕｓｅｉｓ
"Tsurugawan-Isewantectonicline(TITL),,,proposedbyOkayama(1956),becausethisstepis
alongTITL．
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stations;ＰＡＴＭＥ;Tsurugawan-Isewantectonicline(TITL)．
